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銀
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器
展
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て
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・
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中
士
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岡
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児
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仲
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・
・
・
・
・
-
純
一
古
車
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計
事
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ら
る
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乱
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仁
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リ
之
が
晶
制J
なり…
ω
管
理
問
組
に
付
諸
蒋
rf
草
し

r
hノ
、
諸

園
々
情
に
閲
す
る
一
叢
書
の
巽
編
に
も
開
輿
せ
る
修
、
一
八
四
の
年
に
は
「
統
計
事
論
し
叶

E
広
号

E
Z
2
c
m
a
c
z

同
}
】
市
川

O
『
円
四
仏

m
-ぷ
門

戸

】

色

町

門

凶

叩

帥

h
d
凡旬、へ判、、、ごた
hm
ミ旬、
h
h
h
旬、九ミトほ耳、
s
h
K
1
3
h
R
h
h
h
R
N
K
N
h
h

一
回
己
目
〈
一
円
=
ロ
目
印
包
一
色
町
田
ケ

同月一回
Z
A
Z
巾
』
も
晶
、
同
社
町
ミ
ミ
ミ
ミ
急
円
同
日
]
戸
市
O
宮
g
z
o
口
言
-HS-認
を
著
は
し
、

衣
い
で
一
層
出
色
せ
る
研
究
と
し
て

の
り
巾
一
戸
自
身
70号

ι・0
T
g
g同
E
M
色
町
富
山
由
。
ロ
白
七
三
一
口
白
C
O
D

白=MM円一
g
n
2
2
2乙
同
国
内
汁
℃
三
一
円
一
宮
内
閣
w

同
泊
。
。
を

公
げ
に
し
に
り
、
統
計
皐
を
諸
枇
曾
事
買
継
起
の
法
則
研
究
に
限
れ
る
を
以
て
、
統
計
皐
の
封
象
観
上
ケ
ト

v
ー

と
詑
を
異
に
し
た
り
、
そ
の
根
本
観
は
突
の
如
し
、
剖
ち
人
倫
界
の
諸
事
賓
は
自
然
界
の
諸
事
賓
同
様
、
永
績
的

常
軌
的
原
因
の
産
物
た
り
、
そ
の
原
因
の
影
響
は
法
則
に
則
り
て
現
は
る
、
唯
是
等
の
法
則
は
人
の
理
性
に
よ
り

直
接
に
は
認
識
さ
れ
十
と
す
る
も
、
そ
の
理
由
は
可
麗
又
偶
然
の
艶
多
事
情
が
人
倫
界
に
共
作
す
る
こ
と
に
掃
す

ベ
し
、
さ
れ
ど
考
察
を
績
け
ん
か
、
是
等
可
撞
の
諸
一
克
素
は
、
同
一
事
賓
の
頻
繁
な
る
反
覆
に
つ
れ
て
惹
起
き
る



る
こ
と
、
従
ひ
て
そ
の
事
賓
の
何
れ
に
も
原
因
結
果
の
本
源
開
聯
あ
る
は
、

立
置
さ
る
べ
き
こ
と
を
示
す
、
品

目
的
上
類
同
事
賓
の
多
例
は
考
案
又
解
析
せ
ら
る
る
を
要
す
、
人
倫
に
属
す
る
事
賓
の
数
多
に
此
方
捨
ぞ
膳
用
す

一
皐
問
印
ち
統
計
皐
ば
成
立
す
、
諸
事
買
は
計
数
に
よ
り
一
不
き
る
る
を
要
す
、
之
に
つ
き
て
計

る
こ
左
に
よ
り
、

算

ee遼
げ
、
そ
の
準
問
に
賓
説
的
性
質
を
備
は
ら
し
め
ん
一
か
た
め
に
然
h
J
、
而
し
て
そ
の
計
算
に
よ
り
中
教
又
は

平
均
敢
に
達
し
、
二
敷
の
比
較
に
よ
り
比
例
を
生
争
、
統
計
皐
に
よ
り
考
察
す
へ
き
計
敷
は
句
市
民
世
舎
、
産
業

枇
曾
又
は
政
治
枇
曾
よ
り
仰
ぐ
と
せ
り
、
而
し
て
氏
は
統
計
間
半
の
概
念
ぞ
設
け
る
後
、
統
計
皐
と
地
理
、
政
治
算

術
及
艦
憐
串
と
の
閣
係
を
論
じ
、
就
中
政
治
相
界
一
術
は
之
と
阻
別
せ
ら
る
べ
し
と
し
て
、
注
目
す
べ
き
所
設
を
附
し

た
り
、
惟
へ
ら
〈
統
計
準
と
政
治
算
術
と
の
聞
に
、
質
際
の
提
携
な
き
は
恒
み
難
き
所
た
り
、
何
れ
に
し
て
も
二

者
は
そ
の
出
費
動
を
同
じ
う
す
る
も
、
後
者
は
特
殊
の
迭
を
採
り
て
進
む
べ
く
、
統
計
皐
の
範
圏
外
に
属
す
へ
き

解
決
に
到
達
せ
ん
と
す
る
，
か
た
め
に
、
之
と
全
然
匡
別
せ
ら
る
べ
し
、
例
令
ぱ
人
口
動
態
の
諸
表
を
比
較
吟
味

し
、
幾
歳
か
の
男
又
は
女
に
付
、

一
時
代
又
は
一
地
方
に
於
け
る
相
封
的
命
教
を
決
定
ぜ
ん
と
す
る
は
、
統
計

準
の
こ
と
た
り
、
さ
れ
ど
政
治
算
術
に
於
て
人
の
生
命
に
闘
す
る
保
険
に
付
、
理
論
上
の
異
原
則
を
究
明
せ
ん
と

す
る
目
的
の
下
、
繭
精
す
べ
き
際
に
は
、
右
の
如
き
吟
味
は
政
治
算
術
よ
り
遠
か
る
べ
し
と
、
按
す
る
に
政
治
算

術
と
し
て
そ
の
眼
中
に
宿
せ
る
所
、
特
に
意
義
を
麓
へ
た
る
後
世
の
分
に
属
す
る
が
た
め
に
、
か
か
る
明
贈
を
施

せ
る
も
の
な
る
べ
し
、
そ
の
外
氏
は
同
じ

t
一
般
統
計
皐
理
に
閲
す
る
初
篇
中
、
(
一
四
四
1

一
五
二
頁
に
は
そ
の
諸
普
通

原
理
白
要
一
剰
を
再
録
せ
り
)
悌
闘
に
て
は
古
〈
よ
り
愛
用
さ
れ
し
着
色
統
計
地
園

門
町
民
円
内
問
。
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C
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以
外
に
、
一
八
一
六
乃
至
一
九
年
に
於
け
る
「
大
英
遊
記
の
著
者
男

E
P
L
Z
U毛
E
及
一
八
三
六
年
に
於
け
る
「
傍
困
人
口
統
計

論
」
の
著
者
伯
円
吉
田
2
r
を
皐
げ
た
り
)
の
採
用
を
可
な
り
と
せ
争
、

そ
は
暖
昧
又
不
明
の
諸
観
念
丘
小
2
5
m
=
2
2

宮
己
口
出
[
門
町
田
を
人
心
に
傍
へ
得
る
に
過
ぎ
や
と
せ
り
、
同
書
第
二
篇
中
氏
ぽ
自
ら
定
め
た
る
諸
規
則
を
膳
用
し
、

仰
の
人
口
宜
的
及
心
的
諸
状
態
を
含
む
)
領
土
(
農
工
商
業
等
に
及
ぼ
さ
る
)
及
国
家
に
闘
す
る
諸
事
買
を
究
む
る
の
意
め
り
し

も
、
充
分
な
る
材
料
不
備
の
に
め
、
そ
の
研
究
の
最
終
二
区
分
を
抽
つ
の
外
な
か
り
き
と
せ
り
、
同
警
は
四
一
年

巴
里
の
串
士
院
よ
ち
賞
金
営
費
け
に
わ
。
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一
七
九
九
乃
至
一
八
一
五
年
中
英
蘭
に
倖
虜
に
り
、
平
和
締
結
後
統
計
畢
に
専
心
す
る
こ
と
と
な
れ
り
、

統
計
に
就
き
官
鹿
の
幾
多
苅
行
物
主
幹
に
営
れ
る
以
外
に
、
品
川
副
農
業
、
工
業
及
商
業
、
大
英
及
西
班
牙
の
園
情

な
り
、

今
特
に
奉
げ
ん
L
」
欲
す
る
は

戸口

E
(出
E
Hけ
角
川

に
闘
す
る
諸
著
者
あ
り
、

同
∞
ヨ
並
に
前
に
も
引
詑
せ
る

者
活
躍
の
一
時
代
を
以
て
熱
中
時
代
と
す
べ
き
は
、
統
計
皐
の
研
錯
L
」
行
政
統
計
の
進
蓮
と
提
携
し
て
切
嵯
し
七
り

∞
門
由
民
印
円
一

ρ
=目

【
山
内
印

日

)
m
E七
一
司
印

N
・
〈
。
一
回
・

己a
(p 

同
一
日

g
mロ
門
出
己
目
印
円
山
伸
一
的
巴
《
山
口

P
同
∞

-
4
9
N
-
内山丘

H

∞
な
な
り
、
夫
れ
本
編
所
設
の
諸
牟

と
す
る
の
意
味
に
よ
る
も
亦
然
り
、
而
し
て
右
雨
面
の
期
待
を
一
身
に
粂
掘
し
て
多
少
の
功
績
を
樹

τた
る
人
物

は
、
そ
の
営
時
以
後
各
国
に
珍
し
か
ら
十

2
2
n
E
Z・}・
0
・
下
回

に
は
行
政
統
計
四
編
成
及
統
制
上
常
時
の
代
表
人
物
と
し
て
、

英

田

吋
C

ユ
日
襖
E
Q
-
-
m同
国
百
普
の

口一
2
2
5
巴
威
墨
色
同

E
E
E
と
共
に
氏
を
奉
げ
た
と
と
す
べ
き
所
な
る
が
、
就
中
此
時
代

に
国
民
彩
を
放
ち
し
者
は
恰
も
冨
2
2戸
円

】

刊

』

O
Z
E
g

な
り
、
以
下
偽
園
行
政
統
計
の
接
建
を
瞥
見
し
て
、
珊
か
そ

cf. Haushofer，ゎp.cit.. 55. '7. 18; v. Ott川 É~enl op. cit.， S. 29 n.; E. Ca-
slelet， Art. “Dufau" in PalgraveJ::; Dict.; I主化:uf，chling，Bibliugrnphit! h i::;-
torique de la statistique巴nFωnce. 185 [ p. :;0. 
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の
片
影
を
窺
は
ん
と
欲
す9)

王
政
は
官
麗
統
計
の
網
を
張
ち
廻
は
す
に
便
な
り
と
す
べ
き
も
の
も
存
す
べ
し
、
さ
れ

E
公
文
書
秘
の
期
目
風
打

仰
に
て
は

O
E
m
印ロミ

の
友
た
り
、
経
済
自
由
を
謡
歌
せ
る

破
を
叫
ぶ
べ
き
は
、
元
来
自
由
民
政
思
想
に
あ
り
、

ν
1
セ
『
フ
エ
ル
『

ν
1セ
、
パ
ソ
セ

l

名
句
漏
す
に
任
せ
よ
成
行
き
次
第
を
言
出
せ
り
と
せ
ら
る
る
円
山
口
の
DES-同
は
‘

一
七
六
六
年
親
近
の
統
計
局
に

営
る
べ
き
情
報
局
の
設
置
や
一
提
議
し
、
究
い
で

H
A
R
r
q
も
同
意
見
を
持
せ
る
が
如
き
も
、
固
有
の
統
計
局
を
一

七
九
大
年
異
賓
に
組
織
し
た
る
の
功
は
、

内
務
大
臣

に
掃
す
べ
し
、

此
役
所
が
そ

明
白
血
z
n
C
H
U
仏
巾

z
m
c明
口

rrgi巳

の
以
前
に
於
け
る
問
穂
の
も
の
と
相
違
せ
る
賭
ほ
、

後
者
が
地
方
官
一
口
芯
-
三
2
2
(日
Z
P
Z
)
そ
の
他
の
克
員
よ
り

a
れ

t

・
;
l
A

・

'
h
J
~
r
a

、
d
引
H
f
i

品、

d
v
r
h
t
ρ

・1
U
z
-
-
h
しい
ι'J川
町
4

ノ、，

i-惜
ド
ド
芳

H

4
と
将
4
L
4
4
U日
制
判
。
戸
支
持
存
-
M
4河
川
初

T44L

院

は;
う!:
活11
Hi 

メ1_

DL 

djT 
岡
忠le

計
編
成
の
に
め
必
要
な
る
素
材
料
の
抜
孝
に
、

直
接
営
る
の
任
務
を
託
せ
ら
れ
に
る
に
あ
り
、

同
統
計
局
は

n 
r 

名
門
戸
一
に
よ
り
慣
張
せ
ら
れ
、

一
八

O
一
年

は
金
岡
統
計
編
成
の
一
仕
組
特
に
地
方
官
に
よ

〕

hHn
〔
宮
町
民
守
凸
己
円
一
戸
市
門

h
J
記
入
さ
れ
ぺ
き
様
式
を
立
案
す
る
の
命
令
を
同
人
よ
り
受
け
に
ち
、
恰
も
之
と
そ
の
歳
を
同
じ
う
し
て
内
大
臣

戸
己
円
一
向
ロ

H
W
D
=
μ
勺
mw『
門
司

一
炉
、
一
人
口
貴
賓
施
行
の
命
令
を
援
し
、

二
ヶ
月
の
短
時
日
内
に
之
を
完
成
す
べ
し
と
し
、

頗
る
不
良
の
結
果
を
奉
げ
し
も
、
同
韓
裁
の
文
書
と
し
て
は
一
八
一
一
一
年
に
至
る
唯
一
の
も
の
た
り
し
た
め
、
重

ん
や
'
べ
し
と
せ
ら
る
る
に
暫
し
注
目
す
べ
き
所
な
り
、
郎
ち
右
地
方
官
よ
り
報
告
さ
る
へ
き
所
は
、

そ
は
完
了
を
告
げ
守
、
寧
ろ
別
に

一
新
開

ZEE

誌
編
成
の
素
材
に
供
せ
ら
る
べ
き
も
の
た
り
き
、

H
M
・
開

-
Z
2
E
P
の
主
幹

に
よ
り
一
入

O
三
年
来
刊
行
さ
れ
し

m
E

ケ
ト
レ

1
直
後
四
英
傍
統
計
皐

第
三
十
六
巻

四
A 

第

披

E司

cf. .A，.. C~mrtois ， Art.“Mo了eaude JO口nes'"in PaIgra .. -e's Dict; I-Ieuschling， 
op. cit.. p. 34 
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巻
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四
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披
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叫

〈
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-
F
E
E
-
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-
-
M
g
M
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M
∞O
む
を
見
る
こ
と
と
な
り
し
が
、

HMgnrm仲
自
身
の
著
書

ω同
丘
町
民

ρ
z
m
E
m
g
g
z

そ
は

右
の
両
者
共

地
方
官
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幹

]
〆
ロ
白
-
可
出
向
仏
巾
]
白

noz
門町口同口一行

z
n
r
m
g
p
己
目
的
『
。
「
口
目
印
内
同
門
日
目
{
白
℃
己
古
田
E
n
m
p
w
-
J仙
B
H
L
『目『「白ロ
A
W
U
一
hr

で己印
mMm叩仏何回℃巾「印
Q
2

口問問』己目白巾色町印円一口問ロ門

右
の
調
査
表
を
引
か
子
、

の
報
告
金
利
用
し
た
ら
ん
と
思
は
る
る
に
拘
は
ら
十
然
り
と
す
。

h
F
-
w

同門口【凶
O

、民吋へ

S
S誌
な
守
ミ
N
q
b
M

に
於
け
る
と
同
様
、

0. 
cl) 

【∞
O
M

統
計

τふ
語
は
腕
に
、

一
七
八
九
年
来
仰
に
使
用
3
れ、

同
闘
に
で
も
亦
間
色
な

t
興
隆
の
気
運
を
迎
へ
に
り

政
府
は
計
数
的
調
室
に
好
意
を
寄
せ
、

円
一
百
三
巴
は
統
計
の
た
め
特
別
の
部
を
内
務
省
内
に
設
け
、

一
八
一
九
年

に
は
「
偽
岡
工
業
」
に
閲
す
る
二
冊
を
出
し
、
そ
は
事
買
上
そ
の
統
計
を
授
〈
、

Z
名
O
]
向
。
口
同
・
が
切
円
-
Z
2
2
m

孤
島
に
於
て
自
負
し
つ
つ
、
統
計
を
「
物
の
聾
算
」
古
宮
北
町
ご
-
g
円F
o
u
g
L
}
呼
べ
る
は
有
名
な
り
、

(
E
C
E
に

よ
る
岡
島
這
懐
緑
白
所
報
と
せ
ら
る
も
み
所
に
よ
る
に
、
皇
帝
は
政
治
統
計
を
枕
誕
し
、

こ
の
新
串
間
の
進
歩
及
品
枇
用
を
可
な
り
賞
揚
し
、

そ
の
語
に

よ
れ
ば
真
相
を
明
F

に
し
、
剣
断
及
決
定
を
下
ナ
の
料
胃
と
し
て
至
遡
ナ
主
サ
り
、
統
計
を
物
の
換
算
と
呼
ぴ
ヲ
ム
又
戯
れ
て
之
に
附
言
し
「
換
算
な

〈
ん
ぽ
安
全
な
し
「

Z
S
F
E同
己
主
ロ
ニ
巾

E
-
Z
と
せ
と
か
か
る
時
運
に
拘
は
ら
十
右
官
腫
統
計
の
後
端
た
る
内
務
省
統

計
部
は
、
慶
き
範
囲
に
及
ぽ
さ
れ
た
る
前
記

の
報
告
集
以
外
に
、

政
官
行
せ
る
所
年
苅

円山[円『玄ロ

同
山
同
明
。
聞
か
斗
巾
』
伊

国一戸口白巴
0
2

己目

に
過
ぎ
今
、
而
も
そ
は
一
入
一
四
及
一
五
年
の
政
治
的
動
乱
に
妨
げ
ら
れ
て
績
苅
を
見

-
d
E
1
3
 

ぎ
り
さ
、
復
古
政
府
の
下
一
八
一
八
年
陸
軍
省
は
平
隊
徴
嘉
に
闘
し
、

興
味
深
く
又
有
用
な
る
統
計
を
始
め
た

り

一
八
一
九
年
関
税
中
央
官
麗
は
貨
物
轍
出
入
の
統
計
に
闘
す
る
一
局
を
再
読
し
た

h
、
そ
は
後
に
月
失
年
衣

Cot:.rヨ

の

cf. Block， op. dt ， pp. 25， 27; Bertillon， 
nrlmi nistrati v巴， 1895， p. 28. 
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及
毎
十
年
要
望
を
苅
行
し
令
名
を
馳
せ
し
所
な
り
二
八
二
一
年
に
は
第
二
回
の
人
口
一
貫
査
行
は
れ
二
八
二
五
年

に
は
統
計
拳
理
の
展
開
に
大
影
響
を
及
ぶ
し
た
る
、
司
法
統
計
(
最
初
は
刑
事
少
し
〈
混
れ
て
民
商
事
に
閥
ナ
る
も
の
)
の
創

苅
を
見
た
り
、
そ
は
・
究
々
に
の
5
円『可円四叩の

E
S℃
ロ
目
玉
〉
『
O
E
g
z
及
三
十
年
間
に
豆
h
ノ
何

B
一一向〈

2
5止
に
よ

hJ
主
宰
せ
ら
れ
た
り
、
そ
の
間
巴
里
市
経
常
統
計
も
一
八
一
七
年
伯
何
百
可
。
一
の
命
に
よ
り
再
興
さ
れ
し
が
、
悌

の
中
央
統
計
機
関

Z
F
5
2
号
盟
主
主
門
戸
巴
巾

ら
れ
た
り
、
之
よ
り
楠
以
前
に
貰
現
し
た
る
英

mA川
口
合
・
国
一
巾

ば
一
八
三
四
年
に
設
置
せ
ら
れ
、
商
務
省
所
属
と
せ

出
。
何
回
目
己

。
『
同
目
白
山
色
町

の
創
設
を
、

大
に
賞
讃
し
た
る
商
務
大
臣

吋
日
比
巾
「
ω

の
創
意
に
成
れ
る
は
川
な
り
、
そ
の
初
代
局
長
に
暴
げ
ら
れ
し
は
取
り
も
直
3
A
V

冨
0
5
2
斤
日
3
2貯
な

り
、
一
八
一
一
一
四
乃
至
五
ニ
年
の
十
八
年
間
そ
の
地
位
を
占
め
w

そ
の
最
初
出
版
物
同
一

λ
一
一
一
五
一
年
じ
め
り
、
(
川
誌

に
闘
す
)
爾
来
ロ

0
2
5
2円
印
刷
互
一
位
Z
z
g
て
ふ
名
目
下
に
会
け
に
せ
ら
る
、
就
中
人
日
動
態
、
農
業
(
一
八
四
O

|
四

二
年
四
開
2
2
Z
)
工
業
〈
四
六
阿
八
年
白

EJZ巾
Z
)

皐
問
的
観
賠
よ

h
取
扱
は
れ
℃
る
人
口
貫
査
(
そ
回
行
政
的
事
務
部
は

内
務
省
所
管
た
り
、
一
八
五
一
年
年
齢
別
を
命
中
最
初
の
人
口
一
貫
李
互
理
ヤ
)
及
重
要
な
る
他
の
若
干
事
項
(
特
に
一
八
三
八
年
一
外
国
貿
易

に
闘
す
る
も
白
〉
を
合
hu
、

凡
て
四
つ
切
版
大
本
十
二
冊
よ
り
成
り
、

是
等
報
告
書
に
よ
り
同
機
関
は
間
も
な
く
商

務
省
に
於
け
る
重
要
部
の
一
つ
左
な
れ
り
、

一
入
四
八
年
の
政
麗
と
共
に
農
工
業
に
就
き
新
た
な
る
特
別
委
員
調

査
を
逮
戸
、
る
の
議
成
り
、
そ
の
貫
施
は
巴
里
の
工
業
に
就
き
て
の
み
逮
げ
ら
れ
し
所
な
る
も
、
少
く
と
も
そ
の
調

査
案
は
氏
の
考
案
と
考
へ
得
べ
し
と
せ
ら
る
。
五
に
宵
併
せ
て
注
意
す
べ
き
は
、
特
殊
統
計
の
た
め
に
す
る
一
局

と
し
て
同
じ
商
務
省
に
麗
せ
る

]
吋
巴
『
巾
山
=
己
巾
国
泊
=
σ
出
一
羽
円
山
口
門
司
叩

あ
り
、
食
料
の
生
産
代
慣
及
交
易
(
輸
入
)
特
に
穀
物

ケ
ト
レ

1
直
後
白
英
悌
統
計
皐

第
三
十
六
巻

四
八
五

有Z

t坑

四



• 

ケ
ト
レ
『
直
後
の
英
傍
統
計
事

第

就

第
三
十
六
巻

四
凡
六

四
匹I

及
家
斉
(
特
に
内
の
消
費
〉
に
閲
す
る
撃
し
き
材
料
を
年
々
蒐
集
し
、
官
業
省

C
E
5
5・白色
2
5〈
E
N
旬

EC--a

は
鍵
山
に
付
一
八
四

O
年
に
設
け
ら
れ
た
る
統
計
局
面
七
年
来
有
名
な
る
見
ピ
ヨ
品
主
宰
)

錨
遁
に
付
一
八
四
七
年

に
設
け
ら
れ
た
る
統
計
局
を
有
し
、
(
七
九
年
来
同
省
よ
り
年
刊
統
計
国
表

E
E
E
品。旦旦

E
官
四
百
一

F25
の
俊
行
を
見
る
に
豆
P

し
ζ

と
を
特
記
ナ
べ
じ
〉
敷
育
統
計
に
付
て
は
七
六
年
常
設
統
計
機
闘
設
置
さ
れ
、
大
藤
省
に
は
七
七
年
来
統
計
中
央

機
闘
設
け
ら
れ
た
る
こ
と
な
り
。

統
計
皐
者
と
し
て
名
離
を
皐
げ
し
以
外
に
、
諸
自
然
科
間
半
特
に
植
物
串
に
査
す
所
多
か
り
し
は
、
級
世
知
名
と
な

り
し
統
計
皐
者
』
・
国

2
5
0ロ
の
組
父
に
営
る

2
・
F
E
O
F
F
0・
vcε
〉
門
主
一
ゅ
の
口
一
一
V
E

な
り
、
鰹
梼
研
究
上
重
ん
や
ベ
〈
苦
心
の
痕
明
か
な
り
と
す
べ
き
そ
の
薯
比
較
民
文
巴
か

B
g
z
号

M
E
E一宮内

宮
白
色

5

2
込
ミ
弐
「
屯
b
凡

h
S屯
ミ
会
・

5
山
田
は
、

A
寸
前
国
際
統
計
院
の
議
事
等
に
依
然
と
し
て
使
用
さ
る
る
名

(
一
七
九
九
l
一
八
七
大
〉

目
「
民
文
」
の
提
唱
に
よ
り
、
偽
蘭
西
以
外
の
諸
国
に
も
そ
の
名
を
喧
侍
せ
ら
る
.
る
所
な
り
、
爾
来
同
国
及
伊
に
て

は
そ
の
亜
硫
砂
か
ら
令
と
す
べ
き
が
如
く
、
人
口
統
計
以
外
身
心
雨
面
に
一
旦
る
語
能
力
等
凡
て
人
間
に
闘
す
る
諸

方
面
の
統
計
的
叙
事
は
、
民
文
に
注
ぎ
込
な
べ
し
と
思
惟
せ
ら
る
、
同
著
は
叙
設
の
調
枯
淡
に
失
し
透
微
を
扶
〈

の
操
な
し
と
せ
や
、
従
ひ
て
巧
告
官
巴
凶

の
如
き
は
同
著
が
期
す
る
所
頗
る
多
〈
、
大
な
る
計
重
及
抱
負
を
擁
し

て
現
は
れ
し
に
拘
は
ら
争
、
要
す
忍
に
街
撃
者
流
の
非
科
皐
的
一
研
究
な
り
左
酷
評
し
、
民
文
て
ふ
名
目
に
就
き
て

も
、
そ
は
統
計
拳
の
一
部
剖
ち
人
口
統
計
論
に
限
h
J
之
を
使
用
す
る
こ
そ
望
ま
し
け
れ
、
否
此
用
誌
に
よ

h
て
き

へ
不
完
全
不
明
確
を
見
が
れ
ゴ
る
を
以
て
、
寧
ろ
之
を
撃
問
よ
h
J
斥
ぞ
〈
る
を
可
と
せ
ん
と
し
に
り
。
夫
れ
統
計

cf. Block， op， ct.， pp， 27.29， Berlillon. 28. 29 j; '.~日ei tz~n， op. cit・， S. 36 )
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ん

h
v
l
w
r
hは
ず

血
中
理
及
統
計
行
政
は
割
合
に
早
〈
国
際
協
調
の
運
動
守
生
じ
.
又
そ
の
方
面
に
相
営
の
事
績
を
翠
げ
得
た
h'
と
す

べ
き
所
な
り
、
而
も
亦
積
年
侍
統
の
準
風
は
争
は
れ
中
、
理
論
上

ω
構
想
、
h

刊
誌
の
桔
構
及
語
法
は
皐
者
困
を
異

に
す
る
に
よ
り
、
そ
の
特
色
を
竣
揮
す
と
す
べ
き
も
の
あ
り
、
こ
は
恰
も
民
文
に
関
す
る
働
伊
皐
者
の
取
扱
ひ
上

そ
の
一
著
例
を
後
見
す
へ
き
所
な
り
、
そ
の
通
念
に
よ
ら
ん
か
、
算
法
衆
属
類
纂
と
も
謂
は
ぱ
畳
一
一
回
ぴ
得
ぺ
き
も
の

あ
り
、
か
く
て
例
令
ぱ

F
E
=
o
p
-
-
n・℃・

3
0・
及
一
八
八
一
年

。m尽
く
目
に
於
け
る
闘
際
衛
生
及
民
文
合
議

に
於
け
る
同
人
の

p
o
m
z
g
s
m
去
で

g
阻
止
宮
内
ヨ
内
三
仔
訂
正
口
HOm--右
}HW
に
よ
る
に
民
文
は
人
間
博
一
陣
の

研
究
な
り
、
そ
の
一
聞
が
如
何
な
る
元
素
よ
り
成
り
、
如
何
に
し
て
活
現
し
、
如
何
に
更
新
す
る
か
を
知
暁
す
る

に
あ
り
、
そ
の
主
に
る
研
究
方
便
は
統
計
に
あ
h
'
E
し
、
老
の
著
書
四
三
六
乃
至
五
点
。
貰
い
い
瓦
あ
之
い
か
倣
設
中

に
は
遺
徳
統
計
論
金
包
括
し
、
又
国
一
o
n
F
F
n
-
官
-
∞
∞
・
に
は
貫
準
と
し
て
の
統
計
事
を
以
て
、

一
園
民
又
は

般
に
一
人
口
群
の
政
治
的
経
持
的
及
枇
曾
的
蹴
侃
の
叙
設
な
り
と
し
、
そ
は
或
は
民
文
と
呼
ぱ
る
と
し
、
そ
の
著

書
中
腰
用
編
一
名
民
文
の
題
下
ぺ
四
一
一
一
|
五
六
二
頁
)
に
人
日
統
計
、
道
徳
統
計
、
文
散
及
初
等
教
育
、
嬬
樺
及
世
曾

統
計
の
四
章
を
品
川
ち
た
り
。
因
云
、
同
国
皐
者
仁
よ
り
好
み
て
使
用
せ
ら
る
る
語
腿
用
統
計
論
中
取
扱
は
る
る
題

目
炉
、
島
勢
の
麗
に
よ
・
り
如
何
に
そ
の
趣
を
異
に
す
る
か
を
示
す
の
一
助
と
し
て
、
近
著
亡
門
町
ロ

宮
山
『
門
戸
円

2

可
江
口
門
戸
司
自
己
m
F
宮
丘
町
。
斤

ω
E一丸一』己目・

-3Q
中
鹿
川
編
に
何
-T
牧
め
し
か
を
示
さ
ん
か
、
(
イ
)
諸
一
元
素
の
等

級
及
要
度
に
よ
ろ
比
腰
、
(
ロ
)
等
紙
を
不
問
に
付
せ
る
計
数
的
諸
一
万
素
比
帳
、
(

A

)

試
験
的
標
本
そ
の
代
用
的
慣

値
、
で
一
)
共
建
交
聯
共
起
、
(
ホ
)
指
数
、
(
へ
)
自
然
科
準
に
於
け
る
臆
用
、
(
へ
)
賓
業
に
於
け
る
膳
用
、
(
ト
)
生

ケ
ト
レ

1
直
後
の
英
併
統
計
拳

第
三
十
六
巻

四
八
七

第

!拐

四
五



ヶ
ト
レ

1
直
後
の
英
傍
統
計
皐

第
三
十
六
巻

匹l
y、
JI. 

第

盟主

四
ノ、

産
原
債
の
研
究
、
(
チ
)
貸
借
封
照
研
究
、

(η

ノ
)
議
断
の
九
章
に
分
も
た
り
、

一
驚
を
喫
す
べ
き
は
畳
園
際
政
治
上

さ
れ
ぱ

そ
の
他
濁

の
獲
に
限
ら
ん
哉
。
若
し
夫
れ
伊
太
利
率
者
の
用
例
に
就
き

τは
別
稿
に
譲
る
)

逸
串
者
の
酷
評
に
累
は
き
れ
つ
つ
、
始
め
よ
り
軽
侮
の
念
を
以
て
右
大
家
の
注
目
す
べ
き
一
力
作
に
臨
ま
ん
と
す

J
J
J凶
七
日
)
陪
戸
一
凶

る
は
、
寛
格
克
〈
右
の
・
却
さ
特
色
を
玩
味
せ
ん
と
す
忍
の
趣
旨
に
、
協
へ
り
と
な
す
が
」
得
十
、
現
に
出
2
E
C
Z
が

評
せ
る
如
〈
、
統
計
常
理
を
後
見
す
る
の
術
は
、
諸
計
数
の
評
債
並
に
論
理
的
係
敷
及
有
用
中
教
算
定
の
方
法
に

於
け
る
と
岡
県
旬
、

燥
密
な
る
規
則
に
則
り
て
行
は
る
と
す
べ
習
に
と
な
し
、

叫
ん
ヤ
は
統
計
皐
者
と
し
で
白
か
ら
観
測

岩
た
る
の
賓
質
雪
印
]
一
否

eg
展
は
す
の
要
を
告
ヤ
ベ
k
c
所
に
し
て
、

恰
も
そ
の
資
質
は
積
書
に

L
w
c
r
ω
2・
〈
但
-
庁
内
ロ
「

よ
り
で
修
得
さ
る
べ
き
こ
と
な
ら
争
、
観
測
及
奥
義
解
稗
の
楠
に
蓮
す
る
の
良
方
便
は
、
虞
ら
〈
は
前
暫
時
の
間

諸
自
然
科
畢
の
貰
験
室
に
移
さ
る
べ
し
、
傑
出
せ
る
幾
多
統
計
皐
者
例
A
T
ぱ

〈

-rE少
さ
呂
田
g
明
日
.
♂

国

2
・m-

の
z--FE"
父
(
円
。
z
Z
〉
叩
)
伊
豆
}

}

O

H

H

(

一
八
三
一
1

八
一
一
一
)
等
炉
、
響
曲
申
者
又
は
自
然
科
準
君
た
り
し
ゃ
、
疑
ひ
も
な

〈
之
が
鴻
め
な
り
と
す
べ
き
事
由
は
、
諸
国
に
於
て
拾
ね
〈
貫
戚
き
れ
得
べ
き
所
な
る
を
以
て
、
特
に
之
を
想
は

宇
ん
ば
非
る
な
り
。
ぞ
の
外
の
口
一

-
F
E
が
新
語

Z
伊
丹
丘
一
広
(
出
生
に
付
、
丸
山
E
E
Z
E
E
-
E
5
-
t
U
2・h
回

EE--。p
?
の

ヲ
ミ
C
何
回
伊
ロ
門
師
、
『
『
己
回
同
『
守
口
円
山
印
(
未
成
年
に
し
て
死
せ
る
子
に
付
、
仏
国
OE--。P
}
n
-
唱-
M
N
酌
)
〈

-z-PA山
(
中
議
の
名
蒋
と
し
て
然
り
、

但
し
此
の
用
例
は
夙
に
一
七
四
二
年

P
E
n
g
g
に
就
き
て
も
之
を
見
る
、
広

E
E
L
-
F
司
・
阿
国
唱
拙
著
論
綱
再
版
五
六
O
頁
)
等
を
考

案
せ
る
は
、
父

E--oロ
が
新
語

2
5
7
Eロ
-REsu--忽
(
人
日
比
野
ナ
る
婚
姻
鍛
比
率
に
付
市

nFE

--EFn・
司
・
き
)
宮
伊
豆

E
E
H芯
(
死
産
を
含
め
る
も
?
と
し
て
の
出
・
生
千
に
付
死
産
、
仏
国

OHE--5FP
司
・
さ
)
を
提
唱
せ
る
と

cf. Bertillon， op. cit.， p. 120;、Nuppaus，Einleitl1.ng etc. SS. 118， 119・



共
に
、
注
目
を
位
ひ
す
べ
き
所
た
り
、
そ
は
現
代
の
所
謂
新
川
に
よ
り
問
戯
に
類
す
と
の
識
り
を
佑
ふ
の
、
虞
を

宿
す
と
す
べ
き
事
な
が
ら
、

一
部
の
統
計
皐
者
に
は
隠
れ
た
る
一
大
影
響
を
及
ぽ
せ
し
所
な
り
。

有
名
な
る
統
計
皐
者
及
経
持
率
者
た
り
、
又
働
圃
官
鹿
統
計
の
長
官
と
し
て
大
功
績
を
樹
て
た
る

冨
〉
一
守
旦

ピ
m
o三
(
一
八
一
手
l
入
五
)
は
、
精
確
な
る
計
数
使
用
上
傑
出
す
、
特
に
そ
の
高
岡
比
較
刑
事
統
計
、
欧
洲
に
於
け

る
諸
職
業
別
の
統
計
的
問
明
は
夙
に
注
目
を
惹
き
た
り
、
そ
の
慮
世
の
初
め
一
法
曹
家
と
し
て
立
ち
し
も
、
聞
も

な
く
官
職
に
就
き
内
務
省
に
入
れ
り
、

山
口
町
の
後
を
承
け
て
金
仰
統
計
局
長
と
な
り
、
高
齢
に
達
す
る
迄
そ
の
地
位
佐
嬬
け
た
り
、
民
は
そ
の
職
に
あ
り

て
幾
多
の
有
用
な
る
業
績
伝
奉
げ
し
炉
、
そ
の
中
に
は
後
世
迄
檎
承
さ
れ
た
る
農
業
及
工
業
統
計
の
手
麿
き
編
成

一
八
三
九
年
既
に
政
府
の
要
職
を
占
め
し
が
、
五
二
年
冨
2
2戸
母
]
?

を
合
む
、
そ
の
著
書
特
に
晩
年
に
属
す
る
も
の
の
中
翠
ヤ
ベ
き
は
働
問
統
計
論
(
一
八
五
七
|
六
八
年
中
段
固
に
豆
三
二

大
冊
の
悌
蘭
西
及
外
幽
人

F
F
2
5
2
-
-
2
3品目『・

5ε
濁
逸
帝
闘
賞
勢

Hhm
由
明
。
『
円
何
回
百
三
郎
『
山
町
一
-m

己巾一白

勺
司
自
立
百
円
弘
一
2
5
m
E
m
-
ュ
ヨ
古
今
自
殺
考
門
戸
山
口
一
円
三
口

gn}口
口
町
ご
ロ
丘
町
「
口
巾

同∞∞同

な
り
、
夫
れ
貴
地
維
持

家
特
に
農
界
よ
り
精
確
な
る
申
告
を
徴
す
る
の
困
難
は
、
敢
て
封
建
の
世
に
限
ら
や
鞭
近
圃
家
に
あ
り
で
も
、
諸

園
行
政
統
計
上
沿
ね
〈
経
験
さ
れ
た
る
所
な
り
、
偽
困
に
あ
り
て
も
前
任
長
宮
に
よ
り
一
八
四

O
年
の
賓
究
い
で

又
一
八
五
二
年
農
事
統
計
の
試
み
を
見
し
が
、
そ
の
結
果
は
満
足
と
は
想
は
れ

F
り
き
、
さ
れ
ど
一
八
六
二
年
調

査
の
報
告
に
あ
り
で
は
、
そ
の
結
果
の
漸
進
的
信
頼
債
値
に
付
自
信
あ
り
と
し
て
、
そ
の
主
宰
者
ピ
m
o三
に
よ

り
告
白
せ
ら
る
、
そ
の
報
告

〉

m『一
n
z
p
E
R

阿川

gz]門戸片山町宮内山円山口凶

円】刊で町口円山口和同町仏
A

山口町ロコ同一目品巾同∞
α
N
W

岡市山。∞

ケ
ト
レ

1
直
径
の
英
傍
統
計
圏
中

第
三
十
六
巻

四
八
九

第
三
弦

四
七



ケ
ト
レ

I
直
後
の
英
悌
統
計
事

第
一
一
一
十
六
巻

四
九

O

第

題意

p-g 
i¥. 

は
、
耕
作
面
積
、
諸
作
物
、
一
へ
グ
タ

1
Y
営
り
種
子
の
分
量
、
関
係
年
次
及
一
一
中
均
牛
次
に
於
け
る
生
産
高
、

代
債
、
綿
産
物
の
債
額
、
賃
銀
等
を
示
し
た
り
。
慣
例
に
従
ひ
て
計
量
さ
れ
し
一
八
七
二
年
の
調
査
は
、
七

O
年

普
偽
職
守
の
結
果
と
し
て
行
は
れ
ま
り
し
も
、
失
の
一
入
八
二
年
に
於
け
る
毎
十
年
調
査
報
告
書
(
一
八
八
七
年
公
表

4
5
3
E
署
名
)
は
、
そ
の
以
前
に
於
け
る
貫
査
の
先
例
を
襲
ひ
た
り
、
唯
そ
の
調
査
に
あ
ち
て
も
亦
著
し
き
技
術

キ
ヤ
ン

l
〉

上
の
進
歩
は
窺
は
る
、
郎
ち
例
令
ぱ
各
州
よ
り
の
申
告
書
は
、
今
や
複
式
に
記
入
せ
ら
れ
、
就
中
一
組
の
様
式
は

中
央
に
港
附
せ
ら
れ
、
堆
積
さ
れ
た
る
、
本
餌
材
料
は
同
所
に

τ所
定
の
仕
方
に
よ
り
分
奨
5
れ
た
り
、
之
よ
h
，

先
き
同
困
に
て
は
官
麗
統
計
振
作
の
気
蓮
著
し
く
、
現
に
一
八
七
六
年
の
人
口
賞
査
に
あ
り
て
も
、
そ
の
サ
端
本
調

査
上
所
帯
票
の
補
足
と
し
て
個
別
票

E
F
P屈
を
使
用
し
、
集
中
整
理
の
方
針
に
向
ひ
一
歩
を
進
め
、
結
局
一

九
O
一
年
同
方
針
の
完
全
貫
現
を
見
る
に
至
る
の
緒
伝
聞
き
し
め
り
、
従
来
の
同
国
官
鹿
統
計
は
概
し
て
分
散

整
理
の
方
法
含
探
用
し
、
燥
多
の
機
関
は
統
計
に
つ
き
各
々
特
殊
の
職
務
全
帯
び
、
特
に
行
政
統
計
上
階
子
扱

ひ
さ
れ
た
る
農
事
統
計
は
‘
此
仕
組
の
下
不
適
任
な
る
役
人
が
そ
の
場
凌
ぎ
に
合
作
せ
る
た
め
、

ぞ
の
素
材
料

は
一
専
檀
又
皮
相
の
見
積
り
ゃ
』
本
と
し
供
給
せ
ら
る
る
の
弊
め
り
し
も
の
.
ム
ー
や
改
善
の
気
運
ぞ
迦
ふ
る
に
至
れ

り
、
之
が
た
め
規
取
れ
る
諸
結
果
の
修
正
を
可
能
な
ら
し
め
、
又
中
央
機
闘
を
し
て
一
層
行
局
け
る
査
定
に
営
ら

し
り
る
を
得
た
り
。
悲
に
向
附
言
す
べ
き
は
右
農
事
調
査
の
前
後
に
及
び
、
ぞ
の
常
時
振
興
の
気
運
に
宮
み
し
高

国
統
計
曾
議
上
.
圃
表
統
計
に
興
せ
る
の
一
語
左
鵡
す
べ
き
も
の
乎
、
偽
国
に
て
は
統
計
事
賓
の
圃
表
表
章
普
通

に
行
は
る
る
乙
と
と
な
れ
h
J
、
官
業
省
が
七
九
年
来
一
描
蓄
帖
を
年
到
す
る
に
至
h
J
し
は
前
に
一
言
せ
る
が
.
別

13) cf. W四 tergaarn，Contrihntions etc. pp， 18$-6， 119~~ ， 196， 243; Koreo， The 
Histoγy of .Slati語lil'S，1918，p. 299・



に
一
描
書
帳
は
農
事
統
計
の
諸
題
目
に
闘
し
、
多
か
れ
少
か
れ
啓
豪
的
な
る
着
色
圃
表
特
に
巧
み
な
る
地
固
表
表

章
を
股
め
た
ち
、
(
〉
-
r
z
E
品
。
巳
己
P
E
A
-
E
m四
四
回
会
，

r
-
m
b
m己

t
z
問
。
忠
司

P
E
L
o
-
-
3
1
z
E
S
E
-
o
阿
国
∞

N
5
8
)
此
種
の
冊
子

は
撃
問
上
の
意
義
多
き
を
得
，
さ
る
べ
く
、
夙
に
一
八
二
九
年
出
c
一N
問
巾

5
2
が
J
ぞ
は
遊
戯
に
外
な
ら
や
深
〈
皐
べ

、 J

る
者
に
は
鎖
事
に
過
ぎ
4

さ
る
べ
し
と
(
論
綱
再
販
三
三
三
頁
苦
照
)
評
せ
る
が
如
き
、

も
、
舎
議
博
覧
曾
そ
の
他
の
席
上
に
於
て
、
統
計
事
項
に
闘
す
る
世
人
の
輿
味
ぞ
喚
起
す
る
こ
正
に
資
し
得
べ
き

一
理
あ
り
と
す
べ
き
所
な
る
べ
き

や
誼
ふ
べ
か
ら
争
、
宜
な
る
哉
固
表
の
一
種
と
し
て
の
貫
物
闘
形
利
用
を
、
非
科
準
的
と
し
て
曾
T
排
爪
し
た
る

(品川綱再版一一一
O
一
文
参
照
)
〈
E

足白川
J
6
3
へ
も
、

一
九

O
七
年
の
論
文
「
統
計
地
闘
表
の
方
法
及
技
術
し
誠
仁
ぞ
の
理
論

統
計
撃
再
版
中
に
謂
へ
る
如
く
、
統
計
同
形
帖
は
そ
の
後
著
し
〈
後
謹
じ
統
計
固
形

サ
ヨ

μ

フ
エ

i
ヒ
乙

蒋
呼
は
近
年
概
し
て
闘
表
怯
に
代
る
も
の
と
し
て
、
舎
場
周
と
な
り
始
め
た
り
、
(
現
哀
悼
行
中
の
月
刊
雑
誌
ロ
主
主
白

問
一
行
川
戸
時
国
弘
氏
明
円

-J
戸内

H
r
E
2
て
ふ

-EL
に
は
殆
ん
ど
毎
脱
政
治
、
経
済
及
枇
曾
に
閲
す
る
統
計
固
形
を
収
め
、
又
か
ふ
る
表
章
目
的

ρた
め
特
殊
白
雑
誌

N
口

三

回

rEm円
あ
る
ζ

と
を

想
へ
)
ぞ
は
い
と

E
不
定
の
遡
異
を
件
へ
り
と
は
言
へ
明
確
に

-
u
'
+

・

噌

4

J

H

+

4

m
H
P
F
F
=ロ
円

=
z
'
M巾
じ
円

口
口
出
…
円
}
H
m
『
凸
『

〉

口

E
r口
『
口
口
問

大
小
等
級
別
を
判
断
せ
し
hu
べ
き
も
の
た
り
、
官
麗
統
計
さ
へ
も
圃
形
帖
の
完
全
な
る
を
編
む
こ
と
容
易
な
ら
ま

る
に
拘
は
ら
子
、
個
別
の
圃
形
は
之
に
よ
り
採
用
さ
る
、
そ
は
統
計
庚
告
の
欄
特
な
る
一
刷
新
な
り
、
婚
に
依
る

こ
と
多
き
貼
板
に
比
す
べ
き
所
な
り
、
統
計
に
通
ぜ
ゴ
る
一
般
公
衆
並
に
統
計
に
興
味
を
有
す
る
も
そ
の
計
教
を

煩
は
し
と
な
す
者
に
封
し
、
か
か
る
虞
告
に
よ
り
及
ぽ
さ
る
る
致
呆
に
就
き
で
は
、
寧
ろ
寛
大
に
議
す
べ
き
事
由

あ
り
、
従
ひ
て
偏
執
な
る
表
章
法
に
流
れ
宇
適
度
に
之
を
用
ゐ
る
は
、
真
面
目
な
る
統
計
的
研
究
及
官
膳
苅
行
物

ヤ
ト
レ

1
直
後
四
英
悌
統
計
畢

第
三
十
六
巻

四
:fL 

第

披

四
カ」



ケ
ト
レ

1
直
後
四
英
傍
統
計
率

第
一
ニ
・
十
六
巻

第

披:

四
九

ヨ五
O 

に
あ
り
て
も
亦
恕
す
ぺ
し
、
「
開
化
書
家
が
統
計
表
の
通
辞
人
」
と
な
り
、
「
統
計
法
が
数
準
の
範
園
よ
り
国
民
粧
梼

の
大
域
内
に
滞
る
に
随
ひ
、
数
曲
宇
の
符
牒
は
消
え
行
け
り
」
と
、
晩
近
出
色
の
一
統
計
皐
者
戸
当
c
一
ぬ
が
夙
に

一
九
一
三
年
莱
府
の
建
築
博
覧
曾
に
際
し
、

同~己弓
2.
『
己
「
【
出
品
目

Lmw己目立出門}同町ロ

を
編
纂
し
つ
つ
附
設
せ
る

国
-
一
色

2.

iま

一
面
の
理
由
を
有
す
と
謂
ム
ベ
し
。
因
に
倫
附
言
す
べ
き
は
一
入
五
五
年
の
巴
里
に
於
け
る
第
二
回
高
国
統

計
曾
議
が
、
多
く
の
賠
に
付
第
一
聞
の
プ
M
Y

ツ
セ
戸
舎
議
ド
似
わ
い
る
も
、
会
的
性
質
が
前
回
に
於
け
芯
よ
り
も
↑

暦
閉
め
ら
れ
し
は
、
同
報
告
書
の
題
中
殊
更
仁
-

〆

回

目

司

・

4

日
コ

円
E
C
ニロ

τド『』円以
C

『E
H

門出口市

U

t:I~! 

出

剛
山

c=
門町内「
M

呂
3
2
R
m
c
m

円
以
民
江

nz一PHHFHU
ふE
れ

UZHFHwm「
口
町
代
肝
仏
代
以
可
和
〈
E
M
M
で
Z
む
に

nu-
勺コル間同ふ円ロ肝心
z
n
D
Zれ『九
v
h
r
t
戸門戸
n
m
R札口
mw
，~". 
4う

H 

炉問戸、

】

Lmmc可
?

nrm『

E
E
R
E
P
-白印
S
Z印巴門山口
m
m
g々
と
同
庁
司
『
E
n
P
R
Q小片山一
B
E
n
o
z
q
g
と
明
記
せ
る
に

4
 

よ
り
て
も
明
か
な

b
o

経
掛
曲
学
者
文
筆
家
た
る
と
共
に
統
計
曲
学
者
た
り
、
偽
国
統
計
皐
の
普
及
に
大
功
績
を
皐
げ
た
h
と
な
し
得
べ
き

は

宮

E
円一円円

(宮
C
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濁
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踊
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範
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梼
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∞
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振
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下
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評
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・
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=。・
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T
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想
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よ
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た
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臥
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よ
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迄
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し
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よ
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蓮
せ
ら
れ
た
る
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皐
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又
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績
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又
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填
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